
講演者 山本尚教授 略歴 
所属 

中部大学分子性触媒センター長 中部大学総合工学研究所長 教授 

 

学歴 

昭和４２年３月  京都大学工学部工業化学科卒 

  昭和４６年３月  米国ハーバード大学大学院博士課程修了 

      学位 Ph.D. 

職歴 

昭和４６年６月  東レ株式会社基礎研究所研究員 

  昭和４７年４月  京都大学工学部助手 

  昭和５１年１０月 同大学講師 

昭和５２年９月  ハワイ大学淮教授 

    昭和５５年４月  名古屋大学工学部助教授 

昭和５８年４月  同大学教授 

（平成１２年４月 同大学 情報メディア教育センター長） 

（平成１５年４月 名古屋大学名誉教授） 

平成１４年７月  シカゴ大学化学教室教授 

平成２４年４月  中部大学教授 

（総合工学研究所長、分子性触媒研究センター長） 

（平成２４年７月 シカゴ大学名誉教授） 

 

専門分野 

有機化学、生物有機化学、有機金属化学、天然物合成 

 

研究テーマ 

 酸触媒の開発、不斉酸化触媒の開発、新しいリガンド設計等 

 

受賞歴 

日本化学会進歩賞（昭和５２年４月）ＩＢＭ科学賞（昭和６３年１０月）服部

報公賞（平成３年１０月）中日文化賞（平成４年５月）スイス連邦工科大学プ

レログメダル（平成５年１１月）日本化学会賞（平成７年３月）東レ科学技術

賞（平成９年３月）ハーバード大学ティシュラー賞（平成１０年４月）フラン

ス化学賞（平成１４年１月）、テトラへドロンチェアー賞（平成１４年７月）、

紫綬褒章（平成１４年１１月）、モレキュラーキラリティー賞（平成１５年１

０月）、アメリカ科学会、AAS, フェロー（平成１５年１０月）、山田賞（平成

１６年１０月）、テトラへドロン賞（平成１８年）、チーグラー賞（平成１８年

１１月）、日本学士院賞（平成１９年６月）、フンボルト研究賞（平成１９年）、

日本化学会名誉会員（平成２０年４月）、インド化学研究院フェロー（平成２

０年）、有機合成化学協会特別賞（平成２１年１月）、アメリカ化学会賞創造賞

（平成２１年４月）、アメリカ学士院会員（平成２３年９月）、野依賞（平成２

４年２月）、藤原賞（平成２４年６月）米国ロジャー・アダムス賞（平成２９

年４月） 

日本工学教育賞業績賞「高度総合工学創造実験による創造性教育の実践」（平

成１４年７月１９日） 

 


